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会 議 録

会 議 名 第４回 高齢者福祉事業検討協議会

開 催 日 時 令和６年１１月２２日(金)
午前・午後 １時２０分から

午前・午後 ２時００分まで

開 催 会 場 旧本庄商業銀行煉瓦倉庫 ２Ｆ多目的ホール

出席者

熊澤委員・大塚委員・荒井委員・齊藤委員・宮里委員・柿沼委員・

堀口委員・松浦委員・中山委員

事務局：山田福祉部長・内田課長・宮前課長補佐・覚方主査

欠席者

議 題

１ 開会

２ あいさつ

３ 議題

（１）第３回協議会意見についての事務局検討結果について

①敬老祝金給付事業について

②敬老お祝い品引き換え事業について

（２）高齢者福祉事業最終案について

４ その他

５ 閉会

配布資料

次第

１． 資料１ 敬老祝金給付事業検討結果

２． 資料２ 敬老お祝い品引き換え事業検討結果

３． 資料３ 高齢者福祉事業最終案

４． 資料４ 各事業の見直しの方向性及び変更点一覧

５． 資料５ 敬老お祝い品引き換え事業支給開始年齢一覧

その他特記事項

主管課 福祉部高齢者福祉課
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会 議 の 経 過

発言者 発言内容・決定事項等

事務局

(宮前課長補佐)

皆様にはお忙しいところお集まりいただき、誠にありがとうござい

ます。定刻より少し早いですが、皆様お集まりですので、ただいまより、

第４回本庄市高齢者福祉事業検討協議会を始めさせていただきます。

申し遅れましたが、本日、司会進行を務めさせていただきます、高齢

者福祉課の宮前と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

公正で透明性の高い会議運営を図るため、本会議は公開でございま

す。本会議の開催について、市ホームページで公表し、傍聴人の定員に

ついては、定員数５名としてご案内したところ、傍聴希望者はありませ

んでした。

なお、会議録作成のため、事務局にて本会議を録音させていただいて

おります。あらかじめご了承ください。

続きまして、次第の２番、開会にあたりまして堀口座長よりご挨拶を

お願いしたいと存じます。

堀口座長 皆様こんにちは、本日はお忙しい中ご出席いただきまして、ありがと

うございます。令和６年７月１２日に第１回の協議会が開催されまし

て、本日で４回目の最終回となります。事務局より最終案が出されまし

たので、説明を聞いていただき、ご意見等がございましたらご発言をい

ただければと思います。それでは、よろしくお願いいたします。

事務局

(宮前課長補佐)

ありがとうございました。では、議題に入ります前に、本日の資料

の確認をさせていただきます。（資料の確認）

不足等ございませんでしょうか。

議題に入る前に、資料の訂正をさせていただきます。

（資料の訂正）

それでは、次第の３．議題に入ります。本庄市高齢者福祉事業検討

協議会設置要綱第５条第２項の規定に従い、これからの進行につきま

しては堀口座長にお願いいたします。

堀口座長 改めまして、委員の皆様方には、ご多忙中のところ第４回本庄市高齢

者福祉事業検討協議会にご出席いただき、誠にありがとうございます。

議事の進行につきまして、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

それでは、議題（１）第３回協議会意見についての事務局検討結果に

ついてになります。

まずは、①敬老祝金給付事業検討結果について、事務局より説明をお

願いします。



3

事務局

(覚方主査)

第３回協議会意見についての事務局検討結果を、資料１に基づき説

明。

堀口座長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問がありましたら、ご発言を

お願いいたします。

大塚委員 ９９歳を１００歳に変更という説明がありましたが、日本の考え方

として、節目とすると１００歳よりも９９歳の方が良いのではないか

と考えますがどうでしょうか。

柿沼委員 現状にあった見直しが必要であるとの説明がありましたが、現状と

は、どのような意味なのか。つまり、平均寿命が延びたから、現状は７

７歳は高齢を祝うには値しないという事だと思います。敬老祝金が始

まった頃に比べて、皆が１０歳以上若くなってきているという事でし

ょうが、私はそこまでではないと思います。

現状にあったということが、どういった意味で捉えているのかもう

少し詳しく教えていただきたい。

堀口座長 事務局から回答をお願いします。

事務局

(宮前課長補佐)

１００歳よりも９９歳の方が良いのではないかというご意見です

が、前回の修正案では９９歳とさせていただきました。再度検討する中

で、国や市の１００歳のお祝いなどと併せ、１００歳が１つの節目では

ないかと考え、１００歳としたいと考えたところでございます。

また、現状にあった見直しというところでございますが、高齢者福祉

事業全体の見直しの中で、また、一つ一つの事業について現状にあった

見直しが必要であるかどうかということも含め、検討させていただき

ました。

こちらの、敬老祝金につきましては平均寿命が上がっているという

事もございますので、８８歳、１００歳というところで今回案を出させ

ていただいているところでございます。

堀口座長 他にご意見はございませんか。

荒井委員 私は、結論的にはこれでいいのではないかと感じています。以前、熊

澤委員の方から、敬老の日が制定された１９６６年の当初の平均寿命

が６５歳で、７７歳の祝金が支給されていたというお話がありました。

長寿を祝うという事からすると、現在の方は全体的に若い感じがしま

す。張り合いを持って生きていくと考えると、平均寿命が延びてきたこ

とと併せて、この形でいいのではないか。

堀口座長 事務局どうでしょうか。

事務局 ありがとうございます。ご意見として承らせていただきます。
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(宮前課長補佐)

堀口座長 他にございますでしょうか。

無いようですので、次に②敬老お祝い品引き換え事業検討結果につ

いて、事務局より説明をお願いします。

事務局
(覚方主査)

資料２及び資料５に基づき、②敬老お祝い品引き換え事業について

の検討結果について説明。

堀口座長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問はございますか。

表の見方が分かりずらいかと思います。上の２年毎の表を見ますと、

現在７４歳の方は令和８年に７６歳になった時にもらえる。現在７３

歳の方は令和１０年に７７歳になった時に初めてもらえる事になりま

す。その下の１年毎に繰り上げた場合だと、現在７５歳の方は来年以降

ももらえるけれど、７４歳以降の方は８０歳にならないともらえない

事になるので、２年毎に引き上げる方が、１年毎に引き上げるよりは、

最初にもらえる年齢が現行に近い形になることが表で分かります。

何かご意見ございますか。

大塚委員 ２年毎の方がいいのではないか。年金を引き上げた時には、確か２年

毎であったと思う。１年毎よりは２年毎の方がいいと思う。

松浦委員 予算の関係は別として、先程の敬老祝金の件も含めて、祝金は８８歳

になるまでもらえない。お祝いの品も８０歳まで引き上げる。両方とも

引き上げてしまうのは、敬老という意味合いからするといかがなもの

かという気がします。おおよそ７５歳くらいになったら、何かしらのお

祝いが届く方が頑張れると私は思います。

堀口座長 事務局お願いいたします。

事務局

(宮前課長補佐)

ご意見ありがとうございます。確かに７５歳でお祝いという思いは

あると思います。事務局といたしましては、色々なご意見をいただいた

中で、やはり平均寿命のこと、また、長寿のお祝いをするという目的も

ございますので、敬老祝金につきましては８８歳、敬老お祝いの品につ

きましては８０歳の引き上げが妥当であると判断し、今回最終案とさ

せていただいております。しかしながら、両方とも一気に上げるという

事ではなく、お祝い品につきましては段階を踏んでいくことで、少しで

も変化をなくしたいと考えております。

事務局

(内田課長)

補足といたしまして、お祝い品の金額を１，０００円から１，５００

円に引き上げるという事もあります。また、対象年齢については、段階

的に引き上げさせていただくという事もございますのでご了承いただ

ければと思います。
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堀口座長 お祝いの品の金額を１，０００円から１，５００円に引き上げを行う

事は、対象者にとっても事業に参加される方にとっても良いことだと

思います。１人辺り５００円引き上げると約７５０万円の予算増とな

ります。私は、前回の協議会において、８８歳の２万円を１万円に引き

下げて、その差額をお祝いの品の予算に充てるのはどうかと提案させ

ていただきました。８８歳の対象者が約４６０人いるとの事でしたの

で、８８歳の敬老祝金１人２万円を１万円に引き下げて差額で生じる

４６０万円を敬老お祝いの品の予算に充当することで、不足額が少な

くなります。その事について再度提案させていただきます。

事務局

(内田課長)

ご意見ありがとうございます。敬老祝金につきましては、委員の皆様

から色々なご意見をいただいております。柿沼委員からも７７歳につ

いては、残して欲しいというご意見もいただいた中で、検討した結果、

７７歳につきましては平均寿命等を考慮した上で、廃止とさせていた

だく予定でございます。そして、８８歳については２万円で継続。９９

歳以上というのを１００歳を節目として３万円という形でご提案させ

ていただいた状況でございます。双方のご意見を伺った上で、このよう

な案がいいのではないかと考えた案でございますので、よろしくお願

いいたします。

堀口座長 はい。他にご意見ございますでしょうか。

大塚委員 元々１，０００円という額は、敬老会で１人１，０００円の他に会場

費やバス代などを補助金としてもらって行っていた。敬老会の代わり

にとりあえず始めた事業なので、財源としてはそんなに不足していな

いかと思います。敬老会としてではなく、予算をお祝い品引き換え事業

として変えているのなら、増やすのは大変だと思うがどうなのか。

事務局

(宮前課長補佐)

ご意見ありがとうございます。手元に資料がなく、はっきりとは申せ

ませんが、敬老会を行っていた時は自治会様に１人１，０００円の他に

いくらか補助金という形で支出させていただいたと思います。現在で

は、１人１，０００円の品という事で予算を組んでおります。

また、パンフレット作成費や郵送代を予算計上しておりますので、敬

老会を実施していた時とほぼ同じくらいの予算は取れているのではな

いかと認識しております。

大塚委員 湯かっこや、つきみ荘でやっていた時にはバス代が結構かかり、その

分を補助としてもらっていた記憶があったので伺ってみました。あり

がとうございました。

堀口座長 他にご意見ございますでしょうか。

無いようですので、次に（２）高齢者福祉事業最終案について事務局
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より説明をお願いします。

事務局

(覚方主査)

議題（２）高齢者福祉事業最終案について、資料３及び資料４に基づ

き説明

堀口座長 ただいまの説明について、ご意見・ご質問がありましたら、ご発言を

お願いいたします。

宮里委員 １．要介護高齢者介護手当支給事業について、日常生活自立度が３ｂ

以上の方とありますが、３ｂの内容が分からない方もいらっしゃるか

と思うので症状を具体的に書いていただけたらと思います。

堀口座長 事務局お願いいたします。

事務局

(覚方主査)

日常生活自立度３ｂ以上につきましては、前回協議会の資料３で説

明させていただいております。夜間を中心として、着替え、食事、排便、

排尿が上手にできない、時間がかかる。やたらに物を口に入れる、物を

拾い集める、徘徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、不潔行為、

性的異常行為などが見られる症状が該当となります。

事務局

(宮前課長補佐)

案内や説明等につきましては、日常生活自立度が３ｂ以上という表

現だけでなく、分かりやすい表現を使いたいと思います。

堀口座長 他にございますでしょうか。

熊澤委員 確認ですが、先ほど、敬老祝金の件で白寿の方が日本的ではないかと

いう事についてお答えいただけなかったと思いますが、その点を知り

たいと思います。

また、６．徘徊高齢者探知事業と、７．徘徊高齢者等見守り事業です

が、どちらも、最終案ですと６５歳にならなくても事業の対象になると

いう事でよろしいですよね。７．徘徊高齢者等見守り事業は６５歳にな

らなくても事業の対象になるという意味で等が付けられているのであ

れば、６．徘徊高齢者探知事業の名称として、同様に等を付け、高齢者

等とした方がいいのではないかと感じます。

堀口座長 事務局お願いいたします。

事務局

(宮前課長補佐)

まず、９９歳の白寿の関係でございます。３回目で出させていただい

た修正案は９９歳とさせていただきました。敬老祝金支給事業だけで

はなく、国の事業や秘書課で行っている市の事業も鑑み、他の事業に併

せ１００歳を１つの節目として、提案させていただいたところでござ

います。

また、徘徊高齢者探知事業におきましては６５歳未満の方につきま

しても対象となりますので、名称変更をさせていただきたいと思いま

す。
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堀口座長 他にございますでしょうか。

それでは、この最終案を高齢者福祉事業検討協議会の意見として、ま

とめてもよろしいでしょうか。

はいという方あり

柿沼委員 私は、意見を述べたところについては納得が出来ませんので、私の意

見としては、納得が出来ないままで終わります。以上です。

堀口座長 はい。意見という事でよろしいですね。終了となりますが、よろしい

でしょうか。

これで本日の議題につきましては終了となります。

それでは、進行を事務局にお返しします。議事進行へのご協力と熱心

なご発言に感謝申し上げます。

事務局

(宮前課長補佐)

ありがとうございました。次に次第４のその他でございますが、委員

の皆様から何かございますでしょうか。

特にないようでしたら、本日が本庄市高齢者福祉事業検討協議会の

最後の回となりますので、少しお時間をいただきまして、福祉部長山田

よりご挨拶申し上げます。

事務局

(山田福祉部長)

福祉部長山田でございます。本日、高齢者福祉事業検討協議会終了と

なりますので、一言ご挨拶を申し上げます。

初めに議題の中で、ご説明出来なかった部分もございますので、ご紹

介させていただきます。令和５年度の厚労省のデータを見ますと、平均

寿命が女性が８７．１４歳、男性が８１．０９歳となり、厚労省の資料

によりますとコロナ禍の中で平均寿命が少し下がった様な状況でござ

います。

また、余命率というのがありまして、９０歳以上まで生存される方の

割合いになりますが、男性２６パーセント、女性は５０．１パーセント。

女性については半分以上の方が９０歳以上長生きをされるという様な

データが令和５年度の最新として載っておりました。このようなこと

を考えまして、色々な案のベースとさせていただいたという経緯がご

ざいますので、ご承知おきいただきたいと考えております。

７月１２日の第１回の協議会より全部で４回の協議会を開催させて

いただき、１６事業の見直しについて、様々な立場の方から、様々なご

意見をいただき誠にありがとうございました。お陰をもちまして懸案

でございました高齢者福祉に係る事業について、見直しを図ることが

出来、本日最終案として意見をまとめることが出来ましたこと、感謝申

し上げます。

今後、この最終案を基に高齢者福祉事業を進めて参りたいと考えて
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おります。最後になりますが、今回皆様に協議会にご参加いただきご協

力いただいたこと改めて感謝申し上げます。どうもありがとうござい

ました。

事務局

(宮前課長補佐)

ありがとうございました。これで本日の日程は終了となります。最後

に閉会のあいさつを大塚座長代理よりお願いしたいと思います。

大塚委員 委員の皆様には４回にわたり協議会にご参加いただき、貴重なご意

見を出していただきありがとうございました。これにて閉じさせてい

ただきます。ご苦労様でした。

事務局

(宮前課長補佐)

ありがとうございました。


